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はじめに 
 北星学園余市⾼等学校協⼒会は、１９９４年に余市町の経営者有志により北星学園余市⾼等学校を⽀援す
る⽬的で結成された任意団体です。協⼒会には２０２４年度現在、余市町内外で北星学園余市⾼等学校を⽀援
したいという意思のある会社・団体の代表者など５６名の個⼈が会員として登録しています。 
 コロナ禍で３年ほど活動は停滞していましたが、今年度は学校の創⽴６０周年記念募⾦として５０万円を
寄付することもできました。今後とも学校や⽣徒たちの活動を⽀援するための多⾯的な活動を模索していき
たいと考えております。 

今年度も昨年度に引き続いて、学校において全校⽣を対象に⾏われた意識アンケートの集計結果に基づい
て、学校の教育活動についての学校評価を⾏っていきたいと思います。 
 
全校⽣徒の意識アンケートの分析について 
 
 全校⽣が現在の北星余市⾼校での学校⽣活の中で抱いている意識を聞いた設問を踏まえた分析を①〜③の
３点にわたって整理し、その分析に基づく学校の教育活動の今後の課題にも⾔及します。 
 
① ⽣徒たちが、現在の北星余市⾼校での⾃分をどのように⾃⼰評価しているか、⽣徒⾃⾝の⾃⼰評価につい

ては設問５「学校にきちんと通えている」と設問６「平⽇の朝、決まった時間に起きることができる」、設
問８「感情をコントロールできている」、設問９「他者とうまく協⼒できる」、設問１０「⾃主的に⾏動で
きる」の設問への回答に表れています。その５つの設問に対して、「とてもそうだ」と「ややそうだ」と回
答した割合はとても多く、多くの⽣徒が⾃分に対する肯定的な評価ができているようです。特に設問５の
回答ではすべての学年で「とてもそうだ」、「ややそうだ」と答えた割合が８割を超えており学校にきちん
と通うことは⼤切だという積極的な意識が存在していると思われます。また、こうした５つの設問におけ
る３年⽣の回答は、他の学年より肯定的な回答が多くなっていて、３年間の北星余市⾼校での学校⽣活の
中で⼤変前向きな⾃分になれていることを評価していることがうかがえます。 
 もちろんこれらの５つの設問で、「どちらでもない」「ややちがう」「全くそうではない」と回答した⽣徒
もいますが、全体の中での割合は多くありません。⽣徒集団としては北星余市⾼校での学校⽣活をする⾃
分⾃⾝に対して概ね肯定的な評価がされているように思います。 
 

② 学校で⾏われる教育活動に対して⽣徒がどのように評価しているかについては、設問１７「社会の出来事
に関⼼を持つような機会が多くある」、設問１８「将来を考える機会が多くある」、設問２１「グループワ
ークや⾏事の準備など、チームで何かに取り組むことが楽しいと感じる」、設問２７「放課後、学校に残る
ことが楽しい」、設問２８「ボランティア活動に抵抗がない」、設問３０「宿泊研修（スキーや修学旅⾏）
の参加に不安はない」、設問３１「クラス役員など、積極的に引き受けても良い」の設問への回答に表れて
います。その 7つの設問に対して、「とてもそうだ」と「ややそうだ」と回答した割合が、とても多くなっ
ています。このことは、多くの⽣徒たちが北星余市⾼校の学校⾏事と課外活動に対して肯定的な意識を持
っていることを⽰していると思います。 



 特に設問 21 に⽰されるように「チームで何かに取り組むことを楽しいと感じる」⽣徒の割合が各学年
とも５割を超えていて、３年⽣ではほぼ８割の⽣徒が肯定的に感じていることは⼤変評価できることです。 
 また、設問２７で⽰されていますが、「放課後、学校に残ることが楽しい」と答えた３年⽣が７割を超え
ていることは３年間で学校が居場所として感じられるようになってきていることが⽰されていると思い
ます。 
 

③ ⾃分の周りの⼈間関係に対する⽣徒の意識は、設問７「親⼦関係は良好なほうだ」、設問１１「学校⾏事や
部活動、課外活動に積極的に参加しやすい雰囲気がある」、設問１２「安⼼して話し合いに参加できる雰囲
気がある」、設問１３「間違えることに抵抗を持たなくて済む雰囲気がある」、設問１９「お互いに助け合
う雰囲気がある」、設問２２「努⼒していることを評価してくれる⼤⼈がいる」、設問２３「努⼒している
ことを評価してくれる友⼈がいる」、設問２４「間違った場合、きちんと指摘してくれる⼤⼈がいる」、設
問２５「間違った場合、きちんと指摘してくれる友⼈がいる」、の設問への回答に表れています。この９つ
の設問に対して「とてもそうだ」と「ややそうだ」と回答した割合は、⾮常に多くなっています。 
 こうした⽣徒の意識は、北星余市⾼校での⽣徒たちを取り巻く⼈間関係が、とても⼼地よいものであり、
⾃分に対して正当な評価や激励を期待できる、正常な⼈間関係が存在していることを⽰していると思いま
す。そのことは⽣徒が学校⽣活を送る上でとても⼤切な安⼼感をもたらしていると考えられます。 

 
以上の分析から、今後の学校の教育活動の課題として、次の２つのことを指摘することができます。１つに

は、昨年度も指摘したことですが、これまで北星余市⾼校が⼤切にしてきた⽣徒を集団として育てるための⾏
事や課外活動での取り組みは、今後ともさらに充実させる必要があると⾔うことです。⽣徒たちからの学校の
教育活動への評価は概ね⾼いものですが、そのことを持続するためには、⽣徒集団が成⻑するための、時代に
合った新しい教育実践に挑戦していくことが必要です。２つには、それでもまだ、⽣徒たちの中では設問１１
や設問１２への回答に⽰されていますが、肯定的でない回答をする⽣徒も４割以上います。そうした⽣徒たち
も巻き込んでいけるような教育実践をつくることは、今後の北星余市にとっての重要な課題だと思います。 
 
最後に 
 ここまで⽣徒の意識アンケートの集計結果の分析を⾏ってきました。 
 北星余市⾼校は、６０年以上にわたる歴史の中で⽣徒を集団として育てるという⽅針を持ち、教育活動が⾏
われてきました。そして全国各地から⼊学した⽣徒たちは、余市町や後志の地域の⽅々に育てられ成⻑し、卒
業していきました。 

現在、北海道では５０校以上の全⽇制の私⽴⾼校がある中で、いわゆる「市」ではない「町」にある学校は
北星余市⾼校を含めて２校ありますが、先ごろ、⽩⽼町にある私⽴⾼校が苫⼩牧市に移転することを検討して
いるとの報道がありました。もしそうなれば、まさに「町」に存在する私⽴⾼校は北星余市⾼校だけになりま
す。 
 現在の少⼦化の中、北星余市⾼校が⼩規模でありながらも存続し続けることは容易ではありません。それで
も余市町や後志という地域と結びついた教育実践を充実させていけば、そのことが評価され⼊学者が増える
可能性は⾼いと思われます。教職員と⽣徒の皆さんは、ぜひそのことに取り組んでいただければと思います。 

コロナ禍の中で急激な⽣徒減や教育活動の制限を経験しながらでも、懸命に、真摯に教育活動に励んでこら
れ、創⽴６０周年を迎えた教職員と⽣徒のみなさん、そしてその教育活動を⽀えてこられた保護者の皆様への
尊敬と感謝の意を表したいと思います。 
 
以上をもちまして、北星学園余市⾼等学校協⼒会としての学校評価とします。 


